
VIIb. (行列の転置, 逆行列)

• 以下に与えられた定数 kと行列 Â, B̂, Ĉに対して, 以下の式のペアの結

果を求めよ.

– (冪乗の転置)

t(Â3), (tÂ)3.

– (積の転置)

t(ÂB̂), tB̂tÂ.

1. 演習問題 VIIb-1.

Â = Î ≡

(
1 0

0 1

)
, B̂ =

(
0 1

0 0

)
.

2. 演習問題 VIIb-2.

Â =

(
1 1

0 2

)
, B̂ =

(
1 −1

0 1

)
.

• 以下に与えられた (Â− Î)2 = Ôを満たす行列 Âと B̂ = (2Î + Â)が互

いに逆行列であることを確かめよ. また, それぞれの転置行列について

も互いに逆行列であることを確かめよ. ただし Î は基本行列, Ôは零行

列である.

3. 演習問題 VIIb-3.

Â =

(
1 −1

0 1

)
, B̂ = Î + (Î − Â) =

(
1 1

0 1

)
.

• 以下に与えられた行列 Âに逆行列が存在しないことを背理法により示せ.

4. 発展問題 VIIb-4.

Â =

(
1 2

0 0

)
.
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